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【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 シ ラ ン 処 理 さ れ た 表 面 を 有 す る 非 凝 集 シ リ カ 粒 子 を 含 む 乾 燥 粒 子 形 態
の 充 填 剤 で あ っ て 、 そ の 非 凝 集 シ リ カ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 が 約 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 、 充 填
剤 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 請 求 項 １ に 記 載 の 乾 燥 粒 子 形 態 の 充 填 剤 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 シ ラ ン
処 理 さ れ た 表 面 を 有 す る 非 凝 集 シ リ カ 粒 子 の 揮 発 性 液 体 分 剤 体 を 乾 燥 す る 工 程 を 含 み 、 そ
の 非 凝 集 シ リ カ 粒 子 の 平 均 粒 子 径 が 約 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 、 充 填 剤 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 硬 化 性 樹 脂 中 に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 充 填 剤 を 、 そ れ に 重 金 属 酸 化 物 を
加 え る か 、 ま た は 加 え な い で 、 分 散 さ せ る 工 程 を 含 む 、 充 填 剤 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 歯 科 用 物 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 充 填 剤 を 硬 化 性 樹
脂 中 に 分 散 し て 、 硬 化 性 樹 脂 中 に 平 均 直 径 約 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 を 有 す る 非 集 塊 化 、 非 凝 集 性
の シ リ カ 粒 子 が 分 散 さ れ た 分 散 体 を 含 む 組 成 物 を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 前 記 組 成 物 が 少
な く と も 非 集 塊 化 、 非 凝 集 性 の シ リ カ 粒 子 を 、 少 な く と も 約 ４ ０ 重 量 ％ 含 む 、 工 程 、
　 前 記 組 成 物 を 硬 化 し て 、 歯 科 用 ミ ル ブ ラ ン ク 、 歯 科 用 補 綴 材 料 、 矯 正 装 置 、 人 口 歯 冠 、
前 方 充 填 材 、 後 方 充 填 材 、 お よ び キ ャ ビ テ ィ ラ イ ナ ー か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 歯 科 用 物
品 を 製 造 す る 工 程 、 お よ び
　 さ ら に 前 記 組 成 物 を 硬 化 す る 前 に 、 そ の 組 成 物 の 形 状 を 変 化 さ せ る 工 程 を 有 す る か 、 ま
た は こ の 工 程 を 有 さ な い 、
　 歯 科 用 物 品 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 充 填 剤 を 硬 化 性 樹 脂 中
に 分 散 し て 、 硬 化 性 樹 脂 中 に 平 均 直 径 約 ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 を 有 す る 非 集 塊 化 、 非 凝 集 性 の シ
リ カ 粒 子 が 分 散 さ れ た 分 散 体 を 形 成 す る 工 程 、 お よ び
　 ヒ ュ ー ム ド シ リ カ を 前 記 硬 化 性 樹 脂 中 に 分 散 す る 工 程 で あ っ て 、 硬 化 後 の 前 記 組 成 物 が
約 ０ ． ４ 未 満 の 視 覚 不 透 明 度 を 有 す る 、 工 程 、
　 を 含 む 組 成 物 の 製 造 方 法 。
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